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この冊子は、去る2月24日、教職員組合ゞ三自治会主催で行なわ

れたパネルディスカッション「今、“天皇制”はつくられる」で､の

パネラー報告を中心にまとめたものです。

パネルディスカッションは、「大喪の礼」の当日に開催され、一

連の天皇キャンペーンへの批判と、天皇問題の本質を明らかにする

目的で企画されました。おりしも、同日早朝、学長は日の丸掲揚を

決定、それを敢行しようとしました。こうした緊迫した状況のもと

で、パネルデイスカ､ソションは学内外の関心を大いに集め、教職員、

学生、市民が230名参加しました。

パネルディスカッションは、最初にパネラー報告と補足があり、

続いてフロアーからの発言、質疑応答が行なわれました。報告者と

フロアーとの活発なやりとりは、予定された時間がきてもまだ続く

ほどでした。残念ながらこの冊子では、紙数の関係もあり、前半の

パネラー報告と補足だけしか所収できませんでした。また、パネラ

ー の 補 足 は 報 告 が 一 巡 し た と こ ろ で 加 え さ せ て い た だ い た の で 、 必

ずしも文脈が明確でないところがあります．ご容赦ください。

この冊子を作成するにあたり、社会学部の田崎さんをはじめ多く

の組合員の方々の協力を得ました。どうもありがとうございました。

1 988年12月期執行委員会
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天皇賛美の政治的狙い

力 口 霊 善 良 旧

（社会学部助教授）

加藤です。私は必ずしも天皇制を専門にやっているもので､はありませんし、

歴史学や憲法学のほうからの問題提起はすでに行なわれましたので、これま

で提起されていない視角から、いくつか現在の状況を考えてみるということ

で、三つばかりの問題をお話ししたいと思います。

今日すすんでいる事態をどう見るかということでは、いろいろ見方がある

と思うのですが、私は三つの点から考えているわけです。一つは、経済超大、

国日本を舞台にした164ヵ国のサミットが行なわれている、という考え方で

す。二つ目は、壮大な危機管理の実験が行なわれている、という見方です。

三つ目は、戦後40年、ないしは昭和時代の日本の民主主義というものがどう

い う も の で あ っ た の か と い う 質 が 現 在 進 行 して い る 過 程 の 中 に 映 し だ さ れ る

プロセスである、という三つの視角で問題提起してみたいと思います。

一 つ 目 、 1 6 4 ヵ 国 サ ミ ッ ト と い う と 大 げ さ に な
経 済 大 国 二 ツ ポ ン の

りますけれども、実際164カ国28機関が今日の
1 6 4 ヵ 国 サ ミ ッ ト

葬儀に参列しているわけです．そのうち58の国

は元首を送り込んできています。昨日、インドネシアと中国の国交が回復し

たと発表されていますが、そういうドラスティックな形をとらなくても、さ

まざまな形での葬儀外交が、国際的な元首同士の話し合い、その他のかたち

で行なわれていると考えられるわけです。そこにはキリスト教国、仏教国、
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さらにはイスラムの国からも来ておりまして、先ほどテレビを見ておりまし
たら、その人達は何時間も、寒さのなかで毛布をはおりながら、じっと幕の
向こうで神道による儀式が終わるのを待っている（笑い）。非常に奇妙な事

態が起こっているわけです。

そればかりではなくて、例えばオランダは、国王を初めは派遣する予定で

したけれども、国内で反対意見があって、王室を派遣するのを断念しまして、

外務大臣ということにしました。ブ､ソシュ大統領が来ていますけれども、一

昨日のCNNの世論調査によりますと、ブッシュが日本に行くのは好ましく
ないという人が60数％、行ってもよいというのが30数％、イギリスのエジン

バラ公の出席についても同じように60％ぐらいのイギリス国民が反対してい

る。にもかかわらず、国内にそういう矛盾を抱えながらも、ユーゴのチト､一

の時以上の、国連の加盟国は159ですからそれよりもさらに多い、世界の国
家の代表達が集まって、雨の中を耐えているという状態にあります。

これはなぜか。非常に簡単なわけです．要するに、日本が巨大な経済大国

になりまして、対外援助でも世界一になった。一人あたりGNPも87年にア
メリカの1万8, 000ドルを追い越しまして1万9, 000ド､ル以上になりました。

88年の統計では2万4, 000ドルと世界一になった．ついこの間の日経新聞に

よりますと、福祉の年金額が何とドル換算でスウェーデンの2倍になったと
いう。もちろんこれも世界一です。ほかにもいろいろ世界一があるのですけ
れども、その中でもユニークな世界一というのが、実は世界一の君主国とい

うものです．

世界で約52億の人がいるわけですけれども、そのうちで君主制の下で暮ら
しているのはだいたい4億人くらいといわれています。国の数で言いますと、

国連加盟国が159で、全部で180く・らい国家があるのですが、そのうちの29

が君主国です‘ちょっと数え方は人によって違いますが、30近くの君主国の
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中で、一番人口の多い国が日本です。そういう意味で世界一の君主国であり
まして、その世界一の君主国が世界一の物質的富をつくり出している。その
分け前をもらわなければいけないということで、例えばアフリカについて言
えば、アパルトヘイトの南アフリカ連邦以外はすべての国が元首あるいは代
表を送り込んできた。

昨日、私のゼミナール出身で経団連事務局につとめている卒業して3年の
= …

卒業生がいるのですけれども、彼のところにフィジーの国家代表が海外援助
を何とか増やしてくれという話をしに来たそうです。フィジー代表は、もっ
とえらい人に会いたかったわけですけれども、あまりにも来ている国の数が
多いものですから、首相、外相はもちろん、ずっと下の経団連の20数歳の青
年としか会えない。それでもやはり何とかしたいというわけです。つまり、
そういう海外援助がらみで日本が国家として行なう大葬に出席しなければな
らない、という面があります。

同時に、海外援助をもらわなければならないという面ではやって来るんだ

けれども、今日の日経新聞の社説のいうような「世界中から陛下のご人格を

お慕い申し上げて164ヵ国がやって来る」などというものではないわけです。

海外の天皇問題に関する論調は『世界』に特集がでておりますし、『朝日ジ

ャーナル』でも3回ほどに分けてだしました。いくつかのパンフレット類も

出ておりますので、ぜひごらんになっていただければよいのですけれども、
そういうものの中では、天皇の戦争責任、あるいは自粛ムード、これだけ大

きく経済大国になったのになぜあんなことをやっているのだろうという話、

戦争前の日本の状態に近づいてきたのではないかという声が、いろいろ出て

いるわけです。

先ほど言った問題との関係でいきますと、例えば、1月8日、天皇の死ん

だ日のフィガロ（フランスの新聞）に『日本の奇跡の秘密』という解説が出

●

＝

-31 -

つ

■

。



ているわけですけれども、「1950年には世界の1％であった日本のGNPは

世界の11％になるに至った。日本の貿易黒字額はこの9年間で50倍になって

いる、云々．jとして、「日本人は世界一になるためにはいかなる犠牲にも

耐えられる。彼らは世界全体をものともせず、ただ日本のみを崇拝している．

この崇拝の中心に天皇がいる。この日出ずる国においては、すべての工場、

製作所、オフィスで全ての労働者、従業員、管理職に至るまでが毎朝の始業

前に集まり、日本の国歌、すなわち天皇賛歌を歌うのて‘ある。」こういう筋

で理解されているわけです。

今抱えている問題は、例えば竹下首相が何か一言言えばぱあつと世界中に

流 れ る と い う 状 況 の 下 で、 日 本 の 国 内 の 経 済 発 展 の 秘 密 が 天 皇 制 に あ っ た の

ではないかと不信の眼でみられ、しがもそれは絶対輸出不可能であるという

ことです。大企業の方は、すでにアメリカやヨーロッパを含めて世界中に工

場を出しています。世界に日本商品が溢れています。世界金融市場では兜町

がウォール街やシティよりも大きくなってきています。しかしそういうとこ

ろに天皇制を翰出できるか、という問題があるわけです。先ほど言いました

ように、世界で40数億の人は君主制なしで暮らしているところに､天皇制の

様な奇妙なものをかついで日本の企業は出ていけるかという問題になるわけ

で、私は、そもそも日本の天皇制にとっての最大の矛盾として、国内的な正

統化、国内的統合にはある程度威力を発揮できるけれども、経済力に見合っ

た国際的文化的統合力は持てない、そればかりか摩擦を大きくするというと

ころに基本的な問題を見ます。ですから、現在進行している事態は、それ自

体としては矛盾を孕みながら、雨の中に耐えて毛布にくるまっているアフリ

カの人たちがいっぱいいる、アジアの代表たちがいっぱいいる、ということ

を見ておく必要があると思います。
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二つ目は、現在すすんでいる事態は、危機管理一クライ
壮 大 な 危 機

シスマネージメントの壮大な実験が進んでいる、という
管 理 の 演 習

ことです。危機管理という言葉をお聞きになったことが
夕

ない方もいらっしゃるかもしれませんが、1 963年にて､た三矢作戦計画という

と御存知かもしれません．これは、自衛隊の内部で、朝鮮で戦争が起こった

という想定の下で、日本の国内体制をどのように整備するのかをいろいろと

図上検討、机上検討したものです。全文は発表されませんでしたけれども、

1965年に-一部が暴露されまして、国会等々で問題になったものです。今日的

に言いますと、有事立法の走りであったわけです。その中では、国民動員体

制をどのようにつくるか、戦争指導機関をどうするか、民間の防衛機構をど

うするか、国土の防衛機構をどうするか、交通の統制をどうするか、運翰の

統制をどうするか、通信統制をどうするか、放送および報道管制をどうする

か、経済銃制をどのようにするか、というような問題を検討していた。

これが1963年なんですが、その2年後く'らいといわれておりますけれども、

日本の民間放送キー局は、非常事態放送対策要綱というものをつくりました。

そのなかで非常事態というものをどういうふうに言っているかと言いますと、

『非常事態の範囲は次のとおりである。天皇、皇后およびこれに準ずる皇

室の変事、日本に重大な影響のある戦争の勃発、国内に革命またはこれに準

ずる事憩が発生した場合、多数の国民にはなはだしい影響を与える天災の発

生、疫病の流行等々』．これに基づいてNHKは当然ですけれども民間放送

のほとんどのキー局が有事になったらどうしたらよいかというプログラムを

つくり始めたわけです．当時のプログラム、および10年ぐらい前のフ・ログラ

ムでは、4日間はCMなしで放送を続けるという話になっていました。しか

し、毎年中身は改正されまして、ついこの間ようやくそのプログラムが実現

できるxデイがやってきて、今日もまた、それに準じたことが行なわれてい



るわけです。

ちなみに、吉田茂が19も7年10月31日に死亡したのですが、その国葬の日の
フジテレビはほとんど今日と同じでした。フジテレビだけなんですけれども、
朝からCMを中止して、追悼番組に全体を変更するということがおこなわれ
ました。そういうものの積み重ねの上に、現在の状況が生まれているわけで
す。

この流れは言わば軍事的な危機管理ですけれども、実は1973年にオイルシ
ョ､ソクが起こったものですから、1970年代後半に、軍事的には有事立法を計
画しながら、今言いました報道とか通信統制等を含めた総合的なクライシス
、、．メントー予防的危機管理という構想が、政府によっても作られましマ 不 一 ン，

た．民間のさまざまなシンクタンク、三菱総研とか野村携研て．も作られた。
そういうものの一環として現在の状況が進められております。それは、企業
では革命や戦争のような有事が勃発した場合どうするのか、検問をどのよう
な形で行なうのか、交通規制をどういうふうにするか、そういうことをいろ
いろと机上の計画で立てていたのです。ところが、皇室の変事以外の3項目、
つまり日本に重大な影響を及ぼす戦争の勃発 革命またはそれに準ずる事悪、
多数の国民にはなはだしく影響を与える天災、これを一番国民の納得を得た
上でやれる予行演習、実験というのは、まさに皇室の変事、xデイであり、
今日であるわけです。おそらく、1963年から計画され、2O年以上も検討され
てきた全てのノウハウが駆使されて、今日、日本社会がどのように危機の下
で管理しうるかという実験が行なわれている、というわけです。

第三点、しかし、その実験はうまくいくのか、それはう．
戦 後 民 主 主 ログラム通りにいったのかという問題があります。例え
義 の 抵 抗 力

ばここでこういう集会が行なわれていることは、危機管

理のフ・ログラムに入っているのかという問題があります。国立の小学校では、

1

三
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ほとんどの学校が旗をあげていない、そればかりではなく、自主登校という

形で､・父母および教師、児童が集まって反戦のビデオを教室で見ているとい

う話もあります。これは支配層にとってはいろいろな点で予期できなかった

危機管理プログラムにとっての誤算です。逆にいえば、戦後民主主義、ない

し「新人類民主主義」がある程度の抵抗力を発揮しているということであり

ます。

もっと具体的に言いますと、Xデイの日に2, 000万部の号外が発行され、

650万部の追悼雑誌が出され、テレビの視聴率は全体として平常プラス8％

で53％だった、これが危機管理の流れです。同時に、レンタルビデオからビ

デオを借りた人が18％、すでに録画していたビデオをとり出して見た人が30

数％いまして、ほぼ半分はあのCM抜きテレビに飽きたということです。そ

のへんのデータは、私の資料としてお渡ししてあります。大正天皇のときは

ラジオの実験放送が始まってすぐでしたから、こんな壮大な実験はできなか

ったわけです。今回はそれを2, 000万部の新聞号外、テレビ各局が特別プロ

グラムを組むという形でやったわけですけれども、これは必ずしもうまくい

かなかったわけです。典型的にはNH K ｡それまでのプログラムでは朝6時

前に死んだならば2日間、6時以後に死んだら3日間やる予定であったわけ

ですが、死んだのは6時38分でプログラム通りに行けば､3日間やらなければ

いけなかったわけです。しかし、1日目はそれほどでもなかったのですが、

2日目からは抗議電話が1万8，000本も殺到するという状況のもとで、放送

局側もこれ以上もたない、111日間の天皇報道の延長で72時間の戒厳令をし

いたけれどもとてももたない、という話になりまして、結局特別番組72時間

は断念し48時間で終わってしまったわけです。

それから、よく問題にされることで言えば、警視庁発表で308万人がした

という「ご記帳」、ものによっては600万ともいいます。これも多いと言え

■

‐

‾
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ば多いのですが、だいたい自民党の党員数の最大値が駕裁選挙の時期になる

と急に増えてほぼ600万、平時のデータを見ますと200万から300万です。

ほぼそれに対応する数が、「ご記帳」の数です。それを多いと見るか、少な

いと見るかは意見が分かれるところですが、私はあまり多いとは思っていま

せん。それよりは『自粛」の波が広がったことのほうがはるかに重要であり

まして、基本的には戦後40年の日本の大企業を中心とした経営組織 それか

ら学校教育が作り出してきたものの「成果〕であると思います。お祭りは辞

めましょう、自粛しましょう、年賀状は出さないことにしましょう、という

ような運動が企業や学校から広がったことは、先ほどいった危機管理のプロ

グラムからいえば、成功であったということです。

しかし、そのプログラムからずれた問題がいっぱいでてきました。先ほど

言ったビデオを見てテレビの特別番組にはよりつかない、盛り場はネオンを

自粛しましたけれども、店の中は大繁盛だったとか、東京では何とかできた

けれども大阪では、吉本興業は1月8日に漫才をやって天皇をネタにしてい

たとか（笑い）、そういうところまでは計算できなかったわけです。実際に

プログラム通りには進行できなかった。学生諸君の意識を見ましても、意識

調査を集められるだけ集めたものを皆さんに資料としてお配りしてあります

けれども、天皇の戦争責任とか、自粛はおかしいとか、こういうところでは

非常に健全な意識をもっているわけです。私は天皇が死んだ日、スキー場に

いたのですが、スキー一場ではニュースは流れましたけれども、みんな一生懸

命リフト券を使いきろうとしていました（笑い）。実は、大正天皇のときも

似たような状況はあったのですけれども、危機管理というものはフ・ログラム

通りには進まないということを示しています。今度はこれに対する対策を、

この実験を通して支配の側は考えなくてはいけなくなるわけです。とにかく

支配層が考えていた危機管理のプログラムは、Xデイ、今日の大喪、そして

三

三
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この次の大嘗祭から即位の令まで2年ぐらいかけて、浩宮の結婚式もたぶん

含めて、数年がかりで大規模な実験が行なわれるということです。

三番目に言いたかった国民意識の定着度、戦後民主主義の定着度を示すの

だ、ということの中身は、いま二番目の問題の中で言ったことです。要する

に、民主主義の抵抗力があるので、危機管理のプログラム通りには進まない

ということです。世論調査での象徴天皇制支持は、1960年代くらいからあと

はだいたい80％ぐらいでずっと変わっていません．従来のデータによります

と、だいたい年をとると共に支持が増えてくる。若いときには不支持だけれ

ども、それがだんだん年をとって支持が増えてくる。その傾向自体は、つい

この間の朝日新聞の調査も含めて変わっておりません‘にもかかわらず、天

皇に対する尊敬心だとか、天皇は神であるという感覚については、確実に減

少しています．私は「ヒロヒトとアキヒトの矛盾」といっていますけれども、

新天皇が生まれたことによって、いわゆる神格的な尊敬心といったものは確

実に薄くなっていくだろうと予想されます。そうすると国民統合の一手段と

しての天皇制というものの位置は、必ずしも支配の中心的なイデオロギーに

なるとは限らない。私はよく言うのですが、京都学派の人達の話よりも大前

研一とか長谷川慶太郎あたりが天皇制について何を考えているのかが、実は

今後の日本がどういう方向に進むのかということを考える上では重要なので

はないかと思います。

京都学派をあまり気にしなくてもよいということの意味ですが、無論、気

にするのは気にしたほうがよいですし、とくに歴史学者には大いにやってい

ただきたいのですが、問題はこういうことです。一つは、池さんのレジュメ

に安丸さんの論文が引かれておりますけれども、「一見自由で、むしろ欲望

自然主義的な原理によって生きているように見える社会が、実は権威ある中

心を必要とする選別＝差別による秩序の体系である」「現代天皇制は、差別



によって秩序を確保し続けようとする社会の側が求めたものであるからこそ
存続しているのである。従ってそれは、”…･我々個々人が自由な人間で．ある
という外観と幻想の基底で、どんなに深く民族国家日本に帰属しているかを
照らしだす鏡であり屈辱の記念碑である」というふうに安丸先生はおっしゃ
っておられるわけですけれども、それを私は拙い言葉で言っているわけです。
現代日本社会のさまざまな権威主義的なイデオロギーが産みだされる場とい
うものは、必ずしも天皇制イデオロギーが古代から再生産されているという
意味ではなくて、むしろ企業社会と学校教育に二大拠点があるのではないか、
ということが一つです。

それからもう一つは、典型的には館教審ですが、いま国際化の時代である、
国際化するためには日本人のアイデンティティをもたなければいけないと言
っているわけです。世界に出ていくときに日本人としての心を失ってはいけ
ないから、日の丸・君が代．天皇陛下に対する尊敬心が必要だ、太陽みたい
な陛下におすがり申し上げなければならない、という話になっているのです
が、この原理は確かに精神主義的に企業人間達を働きバチにしている間は擬
能しうる論理であるかもしれませんが、日本の外に出ていったら裏切られる
だろう。そういう矛盾を孕んでいる。従って私はイデオロギーの面でいえば、
京都学派の梅原猛さんや上山春平さんの話ばかりではなくて、大前研一さん
とか盛田昭夫氏らの天皇制についての考え方をもっと注意深く見ておいたほ
うがよいのではないか．政治学でいえば、高坂正堯とか桝添要一の話ではな

くて、猪口孝のような人がいったい天皇についてどのようなことを言いだす
のかを見ていかなくてはならないということです。
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戦
犯
卿

卵
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掃
批
判
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「
国
願
国
家
・
日
本
」
が
近
ご
ろ

ロ
グ
セ
の
中
勧
槌
首
相
は
十
六
、

十
七
日
の
歎
参
阿
院
の
代
理
質

剛
に
対
す
る
酒
井
で
巳
中
収
争
、

太
平
洋
戦
鋤
に
つ
い
て
の
首
相
自

身
の
〃
歴
史
醜
心
を
披
哩
。
・
一
成

に
は
な
じ
み
の
跡
い
湖
州
叩
変
唆

の
郡
北
辿
出
の
歴
史
的
砺
典
ま
で

持
ち
出
し
一
、
日
中
戦
争
の
「
優

略
的
’一
側
噸
を
独
醐
し
た
。
大
学

の
近
代
史
姻
叛
ふ
う
の
ロ
鯛
も
交

え
鋼
嗣
神
社
の
八
蛾
岫
犯
合
妃

Ｌ

（
し
）
を
公
式
に
批
判
す
る
ば

ど
、
首
相
の
窓
翫
的
な
匪
身
に
与

野
免
を
畑
わ
す
弧
い
関
心
が
鯉
家

っ
て
い
る
。
 
心

・
・
・
・
》
「
今
世
紀
初
境
西
欧
列
弧

・
は
中
田
に
対
し
て
利
剛
遼
叫
求

し
て
極
々
な
利
梱
を
狸
殉
し

酔
伽
た
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
は

●
．
中
函
の
嗣
土
偲
全
を
す
べ
巻
立

堀
に
あ
る
の
が
、
・
西
欧
列
強
的

立
靭
に
ま
宮
れ
こ
ん
で
や
っ
た

．
菰
が
あ
る
」

．
『
対
郡
二
十
一
カ
条
．
の
鰹

・
求
、
強
作
諏
廻
破
祁
件
、
柳
条

澗
（
湖
）
叩
件
雄
ど
一
巡
の
こ

と
を
ず
っ
と
反
霜
し
て
み
る
必

●
眺
型
が
あ
る
」
ゞ
．
‐．

Ｊ

．
．
》
，
［
（
わ
が
函
の
）
．
中
央
政
府

・
は
不
睡
大
方
針
を
唱
え
た
砂
れ

・
ど
、
現
地
、
が
ど
ん
ど
ん
過
剰

防
斯
と
い
う
観
点
か
ら
慾
本
し

・
た
、
と
反
雀
せ
ざ
る
を
禰
な

・
い
」
・
・
栂

・
い
ず
れ
も
十
七
日
の
参
賑
本
会

１

い
』
と
啓
弁
。
佐
腿
氏
が
、
ね
て

「
太
平
洋
戦
争
は
擾
略
峨
争
で
は

な
か
っ
た
の
か
」
と
た
だ
し
た
の

に
対
し
て
も
、
ほ
ほ
刺
籾
の
主
弧
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蝿
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返
す
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ど
ま
っ
た
。
・

こ
の
日
の
兄
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約
四
十
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の

蹴
油
の
後
か
首
相
に
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す
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武
剛

の
中
で
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し
た
。
参
加
者
の

一
人
が
、
今
準
ハ
月
の
感
祇
記
念

日
に
、
首
相
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蛎
国
抑
社
へ
の
夢

一
拝
を
取
り
や
め
た
こ
と
を
取
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上

げ
『
Ａ
級
戦
犯
琶
別
の
と
こ
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へ
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す
と
い
う
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も
あ
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。
そ
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こ
と
を
す
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ば
首
相
の
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う
民
咲

一
主
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の
韮
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れ
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と
理
う
一

一
が
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櫛
間
し
た
。

ｑ
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蛸
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・
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参
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た
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》
姶
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一
と
す
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去
甲
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促
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賦
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一

今
も
生
き
て
い
て
妹
双
し
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は
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け
な
い
」
と
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な
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も
「
い
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ゆ
る
Ａ
畝
耽
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の
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紀
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皿

は
、
‐相
手
の
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分
の
園
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た
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噸

争
に
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圧
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括
岬
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Ｆ
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。
》
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縄
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中
酋
恨
薗
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三
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雌
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虎
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固
迩
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館

で
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わ
れ
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共
同
通
低
加
盟
杜
幅

鯉
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醜
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‐又
銅
画
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燗
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；
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日
「
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」

、
伝
や
帯
，

俊
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十
九
日
の
一
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内
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侭
会
で
、
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迎
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に
つ
い
て
「
栗
戚
敏
判
に
は
い

ろ
い
ろ
な
耐
兇
が
あ
る
」
と
炳
錘

き
し
な
が
ら
も
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
鈎
一
一
条
症
、
函
と

田
と
の
側
係
に
お
い
て
は
、
わ
が

剛
は
距
京
賦
判
の
締
梨
を
受
肥
し

て
い
る
と
い
う
耶
爽
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

東
京
蹴
判
を
め
ぐ
っ
て
は
、
蛎

国
神
社
の
Ａ
数
戦
犯
合
祀
剛
別
と

の
閲
迎
症
、
・
銅
園
神
社
公
式
誰
抑

雌
池
派
の
中
に
賦
判
そ
の
も
の
を

京
賦
判
を
正
当
と
は
腿
め
て
い
な

い
」
と
兜
首
し
て
い
る
。
こ
の
日

の
換
腰
田
窟
屑
厘
宮
の
番
弁
は
、

政
府
と
し
｝
、
東
京
織
判
の
正
当

性
を
螺
め
、
Ａ
鰍
（
Ｂ
、
ｃ
獣
）

戦
犯
は
存
極
す
る
と
の
兜
堺
を
公

式
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

後
顧
田
挫
富
は
さ
ら
に
、
「
中

敏
根
内
馴
の
暁
一
見
解
と
理
解
し

て
も
ら
っ
て
い
い
」
と
付
け
加
え

’た
。
架
田
雌
夫
氏
（
共
血
）
の
孤

屈
に
奪
え
た
も
の
だ
が
、
鞭
田
唾

否
定
寸
る
画
が
多
い
ほ
か
、
腰
晒
は
さ
ら
に
「
腫
厄
恥
芯
は
中
触
掴

文
相
も
今
月
十
五
日
の
銅
嗣
神
社
内
閣
の
見
解
と
矛
剛
す
る
の
で
は

参
抑
世
の
配
老
会
見
で
「
私
は
来
な
い
か
」
と
剛
内
不
一
睡
を
掴
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首
相
が
謹
話
を
発
表
徳

致
府
は
七
日
午
前
の
趣
蒔
閣
醸

で
、
天
璽
陛
下
の
ご
逝
去
に
伴
う
竹

下
首
相
の
璽
蕗
を
決
め
、
買
帽
自
ら

発
表
し
た
。

璽
垢
の
全
文
は
次
の
通
り
。

大
行
天
皇
崩
御
の
怨
報
に
緩
し
、

．
一
錘
に
哀
砺
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
御

ｚ

宝
・
写
弗
言
里
可
３
段
画
き
ヱ
画
司
弓
一
亀
町
毒
皇

司
星
章
・
エ
ョ
ョ
呂
却
さ
。
。
＄
．
ｚ

国
。
冒
呂
已
呂
三

快
麺
へ
の
四
な
る
廟
い
む
心
．

く
、
頭
し
上
げ
尋
べ
き
こ
と
ば

り
ま
せ
ん
。

天
喚
弱
后
阿
睡
下
、
頚
太
盾

を
蛾
め
噌
歴
異
殿
下
、
御
近
馴

点
の
お
怨
し
み
は
い
か
ば
か

と
、
報
察
し
す
る
に
余
り
あ

す

。虻
げ
及
恥
に
和
か
せ
ら
れ
よ
し
て

ば
、
御
唯
ゞ
・
卜
塑
『
」
磯
政
に
初
戦

砿
、
諌
年
韮
一
十
八
鯉
で
馴
批
窒
御
齢

承
に
な
り
、
そ
の
剛
縦
位
は
六
土
一

年
の
長
さ
に
わ
た
ら
せ
め
れ
垂
し

た
。
顧
み
れ
ば
、
剛
側
の
孵
化
は
、

世
叫
的
な
大
練
槻
に
姉
狽
ｎ
、
起
し

む
く
零
ｋ
麺
の
酋
瑚
、
出
品
と
餌
迄

錘
ま
り
な
き
亮
埴
（
ぱ
い
き
さ
か

ら
の
握
興
卓
輿
の
独
立
、
叱
慰
な
き

鰹
瞬
の
疵
壁
と
伺
噸
脚
嘩
へ
の
充
隈

と
、
順
に
敵
動
の
断
代
で
あ
り
喉
し

た

。こ
の
間
、
大
好
天
熟
に
は
、
恢
界

の
収
細
と
阿
睡
の
桶
調
と
準
ひ
た
す

ら
御
祈
念
さ
れ
、
門
々
実
雌
恥
折

（
き
ゅ
う
こ
ろ
）
し
て
こ
ら
打
よ
し

た
。
お
心
芯
ら
ず
や
劾
発
ぼ
っ
ぱ

つ
）
し
た
先
の
大
戦
に
杷
い
て
や
、

禍
に
き
し
む
侭
浬
の
硬
毛
兇
乙
に
忍

び
ず
と
の
錘
決
琢
か
ら
、
掴
一
身
を

■
み
る
こ
卓
な
く
砥
や
繰
縮
の
御
英

断
を
下
さ
れ
た
の
で
あ
り
韻
ず
が
、

こ
の
こ
と
は
、
鞄
鍛
金
岨
弁
池
を
御

巡
鍵
に
怒
り
、
廃
麹
に
あ
っ
て
な
す

術
（
す
べ
）
老
知
ら
な
か
っ
た
剛
鴎

を
慰
め
、
轍
鰯
復
興
の
働
望
置
毎
い

立
た
せ
て
下
さ
っ
た
把
喪
堂
と
も

に
、
今
な
杷
嗣
鴎
の
心
に
寒
く
刻
み

一
廼
曄
霊
夢
が
間
、

日
本
園
廊
涯
の
下
、
平
和
と
鴎
渥
主

裳
の
実
現
を
筒
撤
し
、
函
蝿
の
た
ゆ

一
顧
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
目
ざ
ま
し
い
死

腱
を
趣
け
、
掴
醸
砒
余
に
邦
い
て
愈
・

さ
を
な
ず
に
盃
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ｎ
本
四
の
欽

融
で
勘
り
や
伺
雌
続
行
の
錐
敬
と
し

て
の
そ
の
遡
作
砿
が
あ
っ
た
れ
ぱ
こ
《

そ
と
の
唾
を
一
人
（
ひ
と
し
犯
）
極

く
砲
く
む
の
で
あ
り
狸
す
り

た
げ
尺
帆
の
に
必
の
制
心
、
公
平

無
猫
か
つ
寅
軸
（
し
ん
し
）
錘
爽
な

詞
姿
に
捜
し
て
感
鏥
を
受
吋
な
か
っ

た
荷
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
劉
弾
簿

は
、
水
久
に
鍋
の
継
が
れ
、
人
点
の

・
心
の
中
に
姫
垂
碗
吋
ゐ
わ
の
と
確
喧

い
た
し
ま
す
．

研
際
下
に
把
か
せ
ら
れ
ま
し
て

は
、
一
」
の
滝
雪
晒
（
あ
）
か
き
御
心
老

醜
雄
し
つ
つ
、
函
叫
と
と
も
に
歩
む

咽
窄
を
念
寵
さ
れ
、
既
に
、
こ
れ
ま

で
七
内
外
各
分
野
に
お
い
て
萄
営
輯

塞
め
い
筵
だ
い
て
い
る
こ
と
ろ
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
竃
の
画
師
位
に
よ
り
、

嘱
覗
と
岡
睡
と
奉
電
ぷ
敏
陵
と
侭
麺

の
拝
（
き
ず
な
）
が
、
盗
軒
（
表
す

ま
ず
）
趣
く
掴
ゐ
ぎ
な
い
心
の
と
な

る
ど
と
む
に
、
諦
外
掴
と
の
友
好
別

働
も
更
に
課
衷
る
こ
と
を
念
題
し
て

一
や
ま
芯
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

｜
竃
（
い
や
）
す
桁
の
な
い
悲
し
み

を
胸
に
、
こ
こ
に
、
闇
民
些
と
も

に
、
衷
・
や
幸
り
哀
悼
の
江
を
表
す
る

や
の
で
あ
り
ま
す
口

衆
参
両
院
窺
長
も
璽
誼

一
凍
墜
一
面
鍵
鰯
十
曜
袈
渉
参
皖

一
の
岡
醸
艮
は
そ
れ
ぞ
れ
上
曰
午
前
九

鰐
、
画
全
内
の
鍵
暖
応
撰
宅
で
、
岡
一

廐
鋤
ご
逝
去
さ
れ
た
天
恥
醗
下
を
種
一

ひ
掴
砧
宅
発
壁
し
た
。
哩
厨
は
次
の

通
り
。◇

索
暁
現
畳
大
杼
天
哨
に
は
、

碓
動
の
昭
純
の
麺
代
を
過
じ
て
、
瘤

に
わ
が
掴
の
唆
曇
と
固
民
の
令
渦
に

心
を
砕
か
れ
ま
し
た
。
多
率
多
錘
の

醗
代
に
広
く
園
内
を
遜
糧
さ
れ
、
あ

る
い
は
醗
墳
な
荷
事
へ
の
ご
出
席
を

通
し
て
、
閏
蜂
を
興
し
く
慰
め
、
動

ま
さ
れ
、
ま
た
、
謁
外
園
と
の
鋼
濁

墹
鐘
に
毛
多
大
な
筑
献
壱
さ
れ
ま
し

た
。
今
日
の
わ
が
園
の
平
和
と
漏
梁

毛
趣
（
猫
毎
）
う
と
き
、
ご
紅
極
の

蝉
大
さ
を
郷
感
す
る
の
で
鋤
り
ま

す
。
わ
が
国
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
開

会
式
へ
ご
嘩
席
毛
い
た
だ
き
、
お
こ

と
ば
壱
賜
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ご
公
窃
』
』
爾
勤
さ
れ
る
挿
姿
を
押

し
、
融
ど
も
銅
剣
一
同
、
画
睡
の
委

託
に
露
え
る
決
意
を
新
た
に
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
騒
太
層
陸

下
は
じ
め
ご
訊
族
の
宙
観
方
の
深
い

粘
恕
し
み
を
お
察
し
申
し
上
げ
、
こ

こ
に
、
国
錘
を
代
袈
し
て
衷
心
よ
り

敬
弔
の
減
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

り
か

隔
。
後
顧
即
座
官
は
『
ど
う
い
う

雰
皿
虹
の
中
で
宛
画
し
た
の
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
朔
で
と
や

か
く
首
え
な
い
」
と
明
硴
な
遥
狩

を
避
け
た
。

醗
脚
、
釦
岬
壷
叩
咋
妬
叩
伽
叩
唯
や
邸
和
“
函
《
寺
叩
釦
屯
町
叫
師
範
“
叩
叩

圓
 
詫
塞
霊

日
本
函
は
、
概
鯉
顧
際
駆
叩
奴

利
研
並
び
に
日
本
画
内
及
び
醐
外

の
他
の
迎
合
岡
岻
蛎
犯
抑
法
廷
の

細
判
を
受
継
し
、
且
つ
、
日
本
圃

で
拘
鑛
さ
れ
て
い
る
日
本
闘
民
に

こ
れ
ら
の
法
延
が
課
し
た
刑
を
軌

行
す
る
も
の
と
す
る
（
路
）
。
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．
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助恥
覗
咋
昭
和
天
皇
の
ご
大
慶
の
式
渇

諏
に
、
曾
豊
て
員
る
こ
と
に

Ｊ
ｆ
な
っ
た
。
こ
の
鳥
暦
や
大
真
榊

句
毛
（
お
お
ま
さ
か
き
）
を
設
け
る
璽

凸御
塞
誌
戦
蕊
謁

喪
の
礼
」
と
が
同
じ
蝿
所
で
、
し

か
も
ぼ
ほ
連
罰
し
て
鶴
行
さ
れ
る

こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
相
当
に
種
し

一

い
窓
見
の
対
立
が
生
じ
て
い
る
よ

う
だ
。し

か
し
、
憲
法
の
政
教
分
扉
原

則
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
分
鯉
を

一
承
め
る
も
の
で
な
く
、
限
定
的
な

分
願
主
袈
を
と
る
柔
軟
な
廐
法
解

一
舗
剰
垂
繼
鯆
羅
腔

砥
触
し
な
い
と
考
え
る
。
し
か

も
、
貞
明
塞
置
の
ご
郵
儀
（
昭
和

一

二
十
六
年
六
月
）
に
お
い
て
、

「
葬
泌
殿
の
骸
」
そ
の
む
の
が
画

の
儀
式
と
し
て
営
ま
れ
た
の
を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
写
讓
的
醸
式
を
に
過
ぎ
な
い
。
る
。
で
陰
あ
人
錘
蚕
室
と
う
宮
内
庁
内
部
の
声
に
も
譲
れ
て

伴
う
公
葬
が
、
少
な
か
ら
ず
行
わ
平
安
時
代
以
来
の
天
皇
（
上
明
言
し
て
い
る
孝
明
天
皇
の
ご
葬
お
き
た
い
。
貞
明
皇
屋
の
ケ
ー
ス

れ
て
き
た
実
繊
も
あ
る
。
暑
の
琶
郵
砿
は
、
割
廐
瑚
霊
郷
醸
に
も
鰯
圏
が
建
っ
て
い
た
事
実
は
、
占
顎
下
と
い
う
非
常
時
で
あ

こ
の
問
題
を
論
ず
る
に
は
、
ま
，
鋼
画
画
趨
刑
詞
望
倒
秘
馴
剛
調
碧
娃
、
ど
の
よ
う
に
鋭
明
さ
れ
る
の
っ
た
た
め
、
卒
来
な
ら
ば
も
っ
と

ず
塾
塞
頚
倒
勾
函
翼
貧
困
副
個
司
・
冨
沁
（
天
皇
側
近
の
公
顕
な
ど
）
だ
ろ
う
か
。
広
い
式
場
で
行
わ
れ
る
は
壁
の

閥
司
呵
類
函
醐
調
調
を
知
る
こ
と
が
麹
砿
の
大
部
分
を
琴
仕
し
、
か
皇
室
喪
儀
令
は
、
こ
れ
を
泰
霊
 
葬
島
殿
の
錘
」
奨
墨
鰹
用
の
一

が
肝
要
だ
が
、
遺
遜
な
が
ら
明
白
つ
剰
画
趨
麹
画
司
執
行
さ
れ
て
い
し
之
福
密
暁
の
蜜
斜
に
あ
る
よ
う
豊
島
悶
璽
地
で
営
ま
れ
た
こ
と
に
一

な
誤
解
や
曲
解
が
あ
色
こ
ち
に
具
に
、
古
く
か
ら
の
匿
銃
詮
取
捨
塾
よ
る
ｑ
皇
室
喪
儀
令
に
あ
る
非
常
一

議
ら
れ
る
。
例
を
あ
け
る
と
、
本
騒
 
択
し
、
同
時
に
新
騒
も
取
り
入
れ
露
の
蹟
式
琶
略
の
規
定
に
よ
っ
た
一

一
月
二
十
五
日
付
朝
刊
の
「
政
教
 
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
謡
果
生
し
も
の
だ
が
、
一
方
「
睡
所
の
霞
」
’一

分
趣
に
疑
問
残
す
」
と
い
う
見
出
 
て
、
神
宮
や
神
戴
の
よ
う
な
専
門
で
は
ほ
ほ
同
令
に
握
っ
て
執
行
さ
一

れ
た
。

、

ま
た
、
萩
父
宮
、
商
松
宮
の
ご
一

揮
醸
に
騎
濁
が
な
か
っ
た
の
は
、
一

も
と
も
と
墨
室
喪
錘
令
に
は
一
錘
一

「
皇
室
葬
懲
は
仏
式
」
は
事
実
を
誤
認
 
羅
誌
渋
舜
協
溌
灘

し
の
記
寧
に
関
連
し
て
載
っ
た
露
っ
て
い
る
の
は
一
神
社
と
不
可
家
で
は
な
い
ふ
つ
う
の
人
々
を
函
な
い
。
 
幸
 
》

者
の
琢
見
で
あ
る
ｃ
鳥
麿
垂
立
に
分
一
と
こ
の
人
が
主
霊
す
る
鳥
居
湾
に
祭
宮
に
委
嘱
し
て
主
要
部
分
そ
れ
で
も
な
お
鳥
居
に
こ
だ
や

三
人
ま
で
が
批
判
的
な
考
え
方
だ
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
仏
式
壱
担
当
さ
せ
、
長
い
間
行
わ
れ
て
 
ｂ
、
伝
翫
と
の
関
係
を
問
題
に
ヅ
ー

が
、
問
題
は
そ
の
内
容
だ
。
云
萬
」
を
持
乞
出
す
の
健
鐵
理
の
き
た
騒
居
の
蓮
立
を
伝
統
と
し
て
る
人
が
い
る
な
ら
廷
、
一
つ
問
い
一

あ
る
裁
者
は
「
神
通
式
の
葬
儀
す
り
か
え
で
健
な
い
か
。
採
用
し
た
、
と
い
う
の
が
窪
史
の
垂
斗
一
』
へ
誰
塞
壱
罐
韮
》
ず
浄
嘔
雲
一

は
皇
室
伝
銃
の
も
の
で
は
な
い
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
「
騒
居
真
実
に
近
い
。

鯛
罵
代
雲
で
繕
仏
教
で
や
つ
凝
窯
黙
蕊
霊
雲
隆
っ
窪
霊
鯉
議
蔑
雛
蘂
盤

》
》
》
識
神
諦
啼
刈
唾
窪
建
蕊
駁
誕
閉
溌
恥
礁
騨
理
鵠
一
豊
屋
姦
睦
教
鯲
学
一

廃
止
）
通
り
の
大
喪
を
再
現
し
た
は
建
て
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
烏
ろ
う
か
、
と
。ご

 
■

１
１

I

ご

●

…ー画篭＝職珊二室謡一画縦

大 原 康 男
一 一 ● 一 ●
- - - ■
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第 1 段 暦 （ 、 ～ 花 4 〕

67｡ 贋午年麺虚寸
顕 天 奉 皇 即 位
鑓1 宮中金光明最鴎王経罰睨初見
窪 … 皇 即 位

函11月大曾会（蒐実な初見）
極 大 宝 律 令
極 睡 犬 上 天 皇 火 押

第 2 段 階 （ 冠 4 ～ m ）

減 4 聖 毒 皇 即 位
7 “ 東 大 誌 仏 開 眼 供 養 会
7⑬聖武･輝子出家・｢三宝の奴」として大仏iこ礼拝
7 s
I 孝 至 天 皇

瘤

7 釦 孝垂上姜自出寒・肴裏価讃睦寄鰹
稲孝璽大塚型重詐→…皇．逝鐘→太政大臣禅師一法

王

加 称 禰 天 皇 死

第 3 段 蹟 〈 m - 嶺 8 ）

菰光屋皇（天智系）即位
麺宮中密会年中行嘱化(正月8日～“臼〕
函 璽騒寺最図会開鎗（硬宣＝令嗣、
鍵4空遮中最融手毎侈法槌上表
禧後上日露錘姑〈正月3日～M日）→宮中真言院密
画円仁塞寺麹暁挺抵いて鯉感芥尭餌鎗
鱈 1 山 塞 靖 常 暁 , ･ 中 国 よ り 麓 来 し に 太 元 蝕 濫 を 宮 中 江 て

榛す（年中行四七 正月8日～14日，逼珂海法あり）

彊 ＆ 段 圃 （ 麹 ～ 1 唖 ）

-律令燭の幽郵，中世国家への移行朗一
露目清和天皇即位（9虫）

876屡嘩皇即位（9域）摂致郵画茎毎
型 … 皇 。 … 廷 室 拝 画 画 琿 令 発 布
瓢 4 麗 厘 忠 平 ， 右 大 臣 一 麺 萱 浩
翠しだら神上洛事件(民衆的塞逐赴としての天神償畑

古代天 皇制 の淵 段簡
一 一 一 二 ， ﾛ . - - - - ． 一 一 一

中 世 天 皇 剃 の 箪 駛 廐

第 1 段階 （A唖～11霞）

1唖 後三条天皇理政→円宗寺建立
1，3円宗寺医華会開捻

’1m 圧遍寺大粟会開飽j顕三会（14世紀l乙断縞）
l 哩 円 宗 寺 麹 会 閑 始

1 蝿 白 歴 孜 認 瞭 '

1函 注塑手型の刻出（仁和寺門跡〕

u理崇極天皇大呑会，大奮会技（詞平均役）を財淑として
行われろ（史料的初見『平安遼文』…号）

1 1 藷 保 元 の 乱

11翌 平 治 の 茎後

白河壺麺,「宮中獅斎会｣,『宮中真言院」紋どが『年
中行事絵零』に描かれる．

巫切 ‾ 缶 治 承・寿永の門乱

第 2 段 騎 （ 皿 野 ‾ 南 北 覇 面 ）

、鉋 穂頑朝征夷大将軍

との墳太元帥法ぞ惨する寺が迭琳寺から憂画寺濁件皖
に移る。、

1理ユ 承 久 の 変
X2鯛伏転型即位麺を行う〈璽実な初見）
l 函 鎌 倉 幕 府 識 亡

1 垂 ～ 1 率 奉 華 輩
士富=今遥翰（王華＝圏群消滅)

｜宮中御斎会断絶
M世紀南北朝内乱期 餐七日御座窪中樋（錘再興〉

南転墨大曹会を行いえず

第 3 段 簸 u ま ～ 1 “ 7 ）

1麺足利得韓演 - .大奮会蕪をおく
1 鍾 鐘 歴 壁 画 会 《 こ れ で 中 組 ）
1 短 鰯 唾 璃 の 率 き る

J

麺 4 段 画 （ 1 知 ～ X 垂 ）

事 風 争 乱
､

’即 位■ ・ 大 秀 祭 比鮫 表

写

■

-44．‐

畢

”

一

項 目 麺 位 盤 大 刀 筆

イ 季 卸 |孟春唾月） 仲 冬 四 月）

ロ 野 麺 ■ 唾 咳 麺 ～ 寅 麺

ハ 事 所 1大騒盈･圃或視lL 大宮富(塞由）
二 紋 ■ §鵠(誇両 八 軍 ” 上 の 裳 ・

樽(由宣宙の重呉》
*景儲署 文武百富｜ 鍛 女 と 門 ■ 司 官 人

へ 裁 任 立 言 立 命 な し

卜 寿 園 霧存毒諒 丘 し

チ 神 ■ 授 受 害Iことる瘤劇 広 し

ｿ 車 睡 ( ” 〕 参 麺 煙 し ．

又 神 一 行 事 唾 し 椰 臨 風 儀
ル 寡 厳 し ． . ＝ 塁 潤 函 , 会

ヲ 芸 鯉 唾 し 悪 霊 琴



濠
単
掌
鳶
駒
麗

一
理
垂
車
夫
工

氏
Ｌ
夫
且

後
倶
凡
夫
叉

俊
迄
量
大
且

砿
■
敏
夫
丘

砿
小
俸
犬
父

播
進
犬
又

侭
エ
痔
ハ
芙
丘

後
柏
原
天
又

担
手
良
未
且

正
興
可
天
且

侭
恐
虞
天
工

の
■

Ｅ
 
旬
 
筑
含
虫

他
心
凡
大
亘

詞
鼻
犬
旦

哉
勉
噴
天
里

撞
丞
茂
夫
且

古
起
大
且

毎
一
 
。

’
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(,1，采 罐一）

くつプミ罫毘CD才 L i u j 才子勺参天琶

I
雀

考

I

I13：25

15310

（性〉
（1） 大WWの礼当日，鼠室好事として，『倣卵当月賦宮祭の隅j及び『桐束晃引の胴】が良屏において御弾列師出尭前に行われ

大圃の1L7h了抜 .悶所において『般亦の鯛中波所の、 jが1 ﾃわれろ ,

1 2 1 儀 式 の 7 定 U 伽 尋 に つ いて は ． 今 晩 ， 飛 皿 ル ( お り I 辱 ら ．

ざ

艮掴を胴束に寧里．刀(ﾘを列立

■

卯墹殿を御出発
（首加高遮蹴『8，

武 超 演 房 地 峰 門 に 御 列 君

（禍門を間〈）

中央自勘皿週を哩由）

- 4 6 -

‘ 三

今

一一予鼬蝿別 灰 分 吹 卵
両

侭 考

O ワ ： ”

1 0 9 1 0 ‐

大 寅 の 礼 師 邪 ワ リ
（岡内1M式）

〆・
１

､ ｡

.･良隔正11Wを御出発、為､、､ 咽 窺 1 4 ,

,ｲﾊﾐ．-，4．．．:》：..．
. I I P P ■ 字 ﾛ

. . （ 国会凪草食正門的 . 昨碩御所剛門的を眼南 )

罪 場 絶 I fl I に 御 醐 君

布 列 プ ･ ろ も の

, r と ｡ ！ ‐ 凸 # 9 ラ ロ 凡

日 俄 圏 胴

｜，月像恵胞
廿 ､ V ル

負旗
’ ･ 白 胸 郡

庄 酔 ■ f 序 、

大嵐脚
,烏周
藤 宵

タ

| 尋
｜ ●

''’’’一一一-一一一-
・大寓帥，貝庵を1Mする
殿官廻庶

布 ｦ I I す る し の
せ ･ し △ ？ & f ご 4

1日 像 砥 胸 ｜
月 蝋 動 胸

｜
P h b 令 貯 凸 ,

黄 胸 ｜｜’

白 1 W 等

l
‐ _ 一 1 1

q も 申 一
あ

む

写

蝕 廊 の 蜘
卯 嶋 融 の 賊

（良真行事）

f

･撹梗を亜煎蝕に采i冒

・ 算 賦 納

・ 衛 脚

･伽押礼及び脚瞭

除 歩 列 を 列 立

（ I R 門審問〈）

勵押礼

I、幣餌
( 概 門 を 閉 じ ろ ）

５
０
５
０

９

①Ｉ
２
１
 
１

２
−

'六;…鬮式〈耐の縞式）
（ 佃 門 を 間 《 〕

( 内 卿 竃 屏 艮 宜 ﾙ f 問 丈 を 告 げ ろ )
，黙とう

《期とうのNﾘに天曳隆下ル【且后睡下ととらに輝)月
殿飼にお進みに厳ろ）

・ 拝 礼 及 び 耶 辞

内Iyl腿哩大麗
衆 妃 隙 眠 長

詮 帆 院 眼 長
晶 商 鍍 判 所 畏 官

． i ¥礼 ・
外国元首・弔問使節
領列老（一斉拝礼）

（ 帽 門 を 閥 じ ろ ）

＝■--■■e甲●■b，ー＝韓凸一 ■ ▲■
大爽の礼御混ダリ

（剛の硝式）



完

､

大

■

御 便 甑 一 覧

畏

一

|侭

‐

■

三二毛弓

平 成 元 年 1 月 8 日 （ 日 ） （ 2 日 目 ）
1 月 9 日 〈 月 〉 （ 3 日 目 ）
1月19日（木）～を月24日（金）
1月22曰く日）～24日〈火）

1月25日（水）
2月2 7日（月）から30日間

’
-47-

’

区 分 名 称 期 日 樹 所

各
個

隈所堆煩凝の触
Uんg●う《､〆上

預葛移脚の蝕
眞叩く

残宮日供の鼠
疏冨移御俊一日照の囲
蹟宮拝礼の圏
磯宮二十日祭の園

追号牽告の侭
蹟富三十日原の脳
砿宮四十日祭の園

げゅU』

陵所蔵禄の儲
把q感、

|蕊謹型一一-一一__…
散蒋当日賦宮祭の幽
じ し や 唖 $ 当

悟旦発引の園
伊

葬騒殿の慰

豊騨箆---------
橘澱日供の園
山隆日供の鰯
鼓葬後一日枢殿祭・
権鼠五十日祭の儀
鹸葬撹.一日山陵景・
山陵五十日祭の甑
い 多 弘

伺塵殿の箇
噛園百日照の儀
山陵百日頚の憩
山陵起工篭告の甑
山陵竣工奉告の因
権里宕周年系の菌
山稜一周年祭の瞳

平 成 元 年 1 月 1 7 日 （ 火 ） 〈 1 1 日 目 〉
1 月 1 9 日 〈 木 ） （ 1 3 日 目 ）
1月20日〈金）～2月23日（木）

ゲ

1月20日〈金）
1月21曰く士）

1 月 2 6 日 （ 木 ） （ 2 0 日 目 〉
1 月 3 1 日 （ 火 ） （ 2 5 日 目 ）

2 月 5 曰 く 日 ） （ 3 0 日 目 ）
2 月 1 5 日 （ 水 ） （ 4 0 日 目 ）
2月23日〈木）

〃

■ ー ■ 一 一 ■ ■ ■ 一 和 一 ■ 凸 口 一 一 句 一 一

2 月 2 4 日 （ 金 ） （ 4 9 日 目 〉
〃

好

打

ｰ - 一 ■ ロ ー ■ b ロ ー 一 宇 ‐ 一 画 ■ d 一 口 ■ も ｡ ■ 一 ■ 一 一 ｡ - 口 ＝ . ＝ 一 ■ 一 甲 ＝ 一 一 一

2月24日（金）～平餌2年1月6日（土）
2月25日（土）～平成2年1月6日〈土）
2 月 2 5 日 （ 土 ） 〈 5 0 日 目 〉

2月25日（土）

3 月 2 日 （ 木 ） 〈 5 5 日 目 ）
4 月 1 6 日 （ 日 〉 （ 1 0 0 日 目 ）

〃

百日祭の慨

原則として一周年祭の前ま．でに
平成2年1月 7日（日）

〃

(1周年目）

、

､

一一

陵 所 ・
殖宮
髄 宮

砿 宮

制 冨 ’
賦恵
瞬宮
砿宮
預冨．

陵所
妊殿

壼‾1
I

｜
陵 所

宮 殿

挿揖
陵所
権 殿

陵所
梧鼠

鼠
・
段
 
所
 
所
 
所
 
殿
 
所

冨
 
権
 
陵
 
峻
 
険
 
権
 
陵

関
 
運
 
行
 
串

御 舟 入
必 罰 ▽

蝕棺
殖 窟 祗 候

硫 宮 一 般 拝 礼

外交団弧甑拝礼
山凌一股参拝

／

吹上御所

吹上御所
砿 冨 一

宮殴衆慮
砿 冨

陵 所







園Z- l天n判給金凸へ的留911謡～ l趣】

天 且 馴 位 砂 L L F 璽 璽

首幡の任命は.日迅ﾛ天見

天且はもつ上敏佑にたTさわって敬い0

天且献凸治上の桓限缶同つよう侭

"

天■侭ゐる⑤画痘田舎屋ぬるぺQ淵

〃

、

外四腫珂し.天、誤代風上恵逃筐明里

外四厘耳し､日本缶代臭するのは天日

交宜吐象■.B式晦､侭礼釣・--.･-よく必､'

母

J／ 天負匡掴や頁1正

3歩 どちらとい､え厳鳴‘
2了 天aL二Ln9‘頁卿“6

刷心なし･■回岳7』 画心なし､厘啓〃〃

淀 わ る 脚 ” 理 ” 畑 呼
越 ■ 毎 J ィ 』 " 〃

- - -

- - -

1,,日:再止さ札ろだうぅ

天旦腫対する露艮晶憤I星一一MJ■P〒凸■4rβ■一一画■巫今■串一訂=設一〃皇宅一一■凸41茸唾可一一L＝罰E■
N H K 好 a 共 萬 ■ 己 ・ 浪 死

1 ， 7 コ = 応 = 型 l 蝿 l ｳ 祷 二 幽 I 寅 』 = “ i 準

神 さ ま の よ う な 人

匪 の 元 首

函 の 象 微

一 匹 園 艮 と 同 じ

他 ． 舷 回 答

闇“ ‘ :河?吟2

1 3 1 3 M

7 4 7 1 7 0

6 8 9

5 3 2

0 '広適宜 :康敬の念令d jってい& .共国 :■〈て＄れうい,艮売 ;内4菟岨
I皿そh多い j 』

、 其 局 ： 丁 て ﾛ

叫 事

l m I 9 祁 ＝ 菌

明 日 . 且 完

'，麺雲飽篝画罰鑑”蝿11麹‘
6 J j

J r J イ 型

』 ' J

J    J    f

I D I 受 1 ｡ 、 吐 出 京 の み

■-■の■量u天白の曲■豹4､寺ふくむ

- L 、 ■ 、 ‾ ‾ E # D い ’ ■ ■ ，

← 今 一 一 面 Q p ＝ D a u Q I 白 ■ 1

ﾆﾆﾆ壼了軍テヘー

ﾛ ･ 弓 一 ぽ い ▲ E 4 Q

弓毒ニーー､～＝
万 ■ 津 ■

■ オ ロ U … 哩 凸 噂 宜 ■ … ■

動平亀喜
色

｢芭講調査jこみる同闘":" _I

（7．.レーン出片及．ノ？37）

. 〃 ( 1 9 艶 ～ l ” 6 )

東 大 佼 完
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ぱ
と
ん
ど
イ
メ
ー
ゾ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ

る
。
何
を
集
徹
し
て
い
る
の
か
、
イ
メ
、
１
ジ
が

そ
の
自
粛
ム
１
，
ド
ヘ
の
反
発
が
、
天
皇
割
批

判
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
。
天
皇
蝦
は

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐‐．
 

’．
■
■
も
勺
々
＆
■
■
■
■
月
●
⑧
■
■
一
■
口
ｑ
ｇ

０
「

の
侭
対
し
て
根
、
こ
の
主
士
で
い
い
、
五
八
人
、

『
天
皇
制
は
必
要
だ
が
、
も
う
少
し
開
か
れ
た

も
の
に
す
べ
き
だ
」
六
二
人
、
と
天
皇
制
容
腿

派
が
半
分
以
上
だ
（
「
元
首
に
す
べ
き
だ
」
竺
一

人
）
Ｄ

典
た
、
『
天
皇
制
を
ど
う
思
う
か
』
と
い
う

閥
い
に
関
し
て
も
、
『
崇
拝
す
る
』
五
人
、
「
球

散
す
る
」
一
二
人
、
「
好
感
を
持
つ
」
．
五
四
人

と
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
約
三
分
の
一
・
「
蒟
王

り
好
き
で
は
な
い
」
三
○
人
、
「
慨
産
す
る
Ｌ

一
四
人
と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
約
二
割
渦
．

あ
と
の
半
数
以
上
ば
「
河
と
も
悪
わ
れ
い
』
と

い
う
朧
関
心
咽
で
あ
る
。
皇
太
子
に
閲
し
て

ば
、
「
崇
拝
す
る
」
○
人
、
『
尊
敬
す
る
」
六

人
、
「
好
感
を
持
つ
』
三
四
人
、
「
何
と
も
思
わ

■
、

な
い
」
言
一
三
人
、
「
あ
ま
り
好
き
で
は
な
し
」

三
六
人
、
『
軽
蔑
す
る
」
七
人
と
、
さ
ら
に
蝿

関
心
の
傾
向
が
高
ま
る
。

。
ま
ず
、
「
天
皇
に
嘱
争
資
任
は
あ
る
と
思
い

ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
六
訓
以

上
皇
四
五
人
）
祁
司
あ
る
」
と
等
え
て
い
る
．

（
「
広
い
」
里
一
五
人
、
「
わ
か
ら
な
い
」
五
五
人
）

で
は
、
何
侭
対
す
る
噛
争
責
任
か
と
い
う
内

容
を
見
て
み
る
と
、
頼
舸
の
天
皇
に
つ
い
て
の

イ
メ
ー
ジ
邸
「
軍
に
引
き
γ
ら
れ
た
口
頒
プ
ド

的
存
在
で
あ
っ
た
」
（
二
五
人
）
と
「
形
式
的

に
も
実
質
的
に
も
大
桶
の
保
持
者
で
あ
っ
た
」

（
五
三
人
）
と
で
蛾
、
多
少
頗
向
が
違
う
。

「
戦
期
の
天
皇
の
果
た
し
た
役
創
に
つ
い
て
、

こ
れ
丈
で
に
学
単
闘
会
が
あ
り
堂
し
た
か
」
と

い
う
淘
階
Ｌ
対
し
て
、
『
高
校
ま
で
に
学
ん
だ
」

が
駒
三
劉
（
七
二
人
）
、
「
大
学
に
入
っ
て
か
ら

学
ん
だ
．
」
承
豹
二
剖
（
画
臨
人
）
と
あ
る
。
し

か
Ｌ
、
「
近
購
上
海
文
」
や
『
沖
縄
に
関
す
る

天
皇
メ
プ
セ
ー
ジ
』
の
よ
う
な
本
質
的
な
済
瓢

は
 
伝
え
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
（
「
学

ん
だ
こ
と
が
な
い
』
域
約
二
割
【
五
四
人
己
。
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靹
罰
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謝
刺
瓢
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
弔
（
釡
旗
掲
揚
」
に

対
し
て
は
学
生
の
妃
パ
ー
セ
ン
ト
、
教
員
の
鯛
パ
ー
セ
ン
ト
が
反
対
し

て
い
る
。
『
大
喪
の
礼
』
当
日
の
弔
旗
掲
揚
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
大
》

学
当
局
は
こ
の
数
字
の
持
つ
童
味
を
重
視
す
べ
き
だ
と
奪
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
笹
力
頂
い
た
み
な
さ
ん
に
御
礼
申
上
げ
ま
す
画
一

ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
法
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詞
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殖
喫
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寅
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輿
旅
し
た
画
一
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之
采
平
八
士
一
、
国
”曾
四
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八

庫
西
寳
手
）
・
奉
須
嘩
奉
学
汝
屋

駒
な
蛍
、
葬
屋
■
翻
り
雫
か
ら
百
名
遁

無
畑
為
嗣
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比
翼
掃
咋
ぶ
り
嘆
呵
一

両
唾
毎
震
遷
澄
子
飼
宙
参
し
之
（
逗
一

電
弐
四
十
芭
・
④
、
③
〜
妙
の
下
匡

建
痔
に
輿
氏
■
い
辱
亀
宇
剣
室
ご
唾
」

て
画
５
Ｆ
里
句
求
定
園
叶
の
軍
合
呉

垂
パ
ー
セ
ン
ト
賦
祁
目
に
広
ら
な
い
も
一

の
誠
あ
り
聿
寛
向
、
⑧
〜
⑲
の
過
唾
一

枝
の
産
竃
の
方
法
匡
蝿
垂
置
掴
エ
エ
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両
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１

ご
多
」

「
天
皇
重
体
」
レ

エ
旬
「
自
粛
及
走

Ｕ
た
。
そ
の
諾
画

『
自
粛
ム
ー
ド
．

い
事
が
わ
か
る
。

河
に
注
目
さ
れ
ヱ

ハ
ー
セ
ン
ト
、
半

一
』
当
日
の
弔
塵

哩
持
つ
な
味
を
一

勧
力
頂
い
た
み
非
ｌ唾

》
》
一

部
野
皿
塞

奉
ア
イ
ク
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